







































日本白色家兎 28 羽を使用し、脛骨皮質骨欠損モデルを作成、UDPHAp を埋植し 2 週






















孔サイズが小さい孔に多く存在する傾向があり、そのカットオフ値は 105 μm であった。 
 
考察： 
 UDPHAp 内には生理的皮質骨に存在するオステオンと類似した構造が形成され、それら
は内腔に存在する血管により栄養、代謝されている可能性が示唆された。また、力学的環境
によって差がみられたことは、骨小腔・骨細胞・骨細管システムが荷重の感知システムとし
て機能しており、29 週時点まで環境に応じた骨リモデリングが持続していることを示唆し
ていた。以上のことは UDPHAp内に形成された新生骨は生理的皮質骨に類似した構造だけ
ではなく、類似した性質を有していることを示していた。 
 連通孔サイズとオステオン様構造形成の関連から連通孔サイズは皮質骨再生に影響する
因子の一つと考えられ、今後の新規人工骨開発、改善に必要な概念と思われるが、ヒトにお
いて理想的な連通孔サイズを明らかにするには、さらなる検討が必要と思われた。 
 
結論： 
 家兎皮質骨欠損モデルに UDPHApを埋植し、内部にオステオン様構造が形成された。
材料内新生骨の環境に応じた骨リモデリングが観察され、それらは迅速な血管新生及び骨
細胞、骨小腔、骨細管構造によりもたらされていると思われた。これらの結果は
UDPHApが皮質骨再生を得るのに有用な材料であることを示している。ヒトにおいて今
後さらなる研究が必要である。 
 
